
 

超党派国会議員

国会でのリニア新幹線計画の検証と、必要性について国民的議論を！

初め

ニア・市民ネット山梨、静岡の南アルプス

していた

の理解が得られていない

名誉教授・弁護士の五十嵐敬喜氏が、さらに「ＪＲ東海はリニアに持ちこたえられるか？」

トル

集会に参加された穀田氏、小池氏、本村さん、畑野さん、辰巳氏、福島さん

各議員も挨拶に立ち、国会でのリニア質疑を報告し

した

国交省との質疑

「ＪＲ東海は説明会で丁寧な説明に努めていると考える」と

午後

トがあらかじめ提出した

長で施設課の

Ｑ１

Ａ「現在、鉄道局で鋭意審査中であり、いつ結論が出るのか言えない。申立は受理し、申立人の適

格を含め理由などについて国交省として審査している」。

＜会場発言

中間報告をすべきだし、何人の態勢でどのように審査しているかを明らかにすべきだ。

までは着工するのは見合わせるべきだ。

Ａ「皆さんの

審査か、いつ裁決出せるかは現状では言えない」。

超党派国会議員

国会でのリニア新幹線計画の検証と、必要性について国民的議論を！

初めにリニア・市民ネット東京、リニア新幹線を考える東京・神奈川連絡会、同相模原連絡会、リ

ニア・市民ネット山梨、静岡の南アルプス

していたのは

の理解が得られていない

名誉教授・弁護士の五十嵐敬喜氏が、さらに「ＪＲ東海はリニアに持ちこたえられるか？」

トルで千葉商科大学院客員教授の橋山禮治郎氏が講演を行った。（両氏の講演趣旨は裏面

集会に参加された穀田氏、小池氏、本村さん、畑野さん、辰巳氏、福島さん

各議員も挨拶に立ち、国会でのリニア質疑を報告し

した超党派の議員の結集を

国交省との質疑

「ＪＲ東海は説明会で丁寧な説明に努めていると考える」と

午後 1 時半から、集会が行われた会議室で国土交通省からリニア担当部局の職員を招き、沿線ネッ

トがあらかじめ提出した

長で施設課の
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「現在、鉄道局で鋭意審査中であり、いつ結論が出るのか言えない。申立は受理し、申立人の適

格を含め理由などについて国交省として審査している」。

会場発言＞

中間報告をすべきだし、何人の態勢でどのように審査しているかを明らかにすべきだ。

までは着工するのは見合わせるべきだ。

「皆さんの

審査か、いつ裁決出せるかは現状では言えない」。

超党派国会議員

国会でのリニア新幹線計画の検証と、必要性について国民的議論を！

にリニア・市民ネット東京、リニア新幹線を考える東京・神奈川連絡会、同相模原連絡会、リ

ニア・市民ネット山梨、静岡の南アルプス

のは、説明会でのＪＲ東海の

の理解が得られていない

名誉教授・弁護士の五十嵐敬喜氏が、さらに「ＪＲ東海はリニアに持ちこたえられるか？」

で千葉商科大学院客員教授の橋山禮治郎氏が講演を行った。（両氏の講演趣旨は裏面

集会に参加された穀田氏、小池氏、本村さん、畑野さん、辰巳氏、福島さん

各議員も挨拶に立ち、国会でのリニア質疑を報告し

超党派の議員の結集を

国交省との質疑～異議申し立てから

「ＪＲ東海は説明会で丁寧な説明に努めていると考える」と

時半から、集会が行われた会議室で国土交通省からリニア担当部局の職員を招き、沿線ネッ

トがあらかじめ提出した

長で施設課の中谷誠志氏と、同局施設課の専門官

12 月 16 日に提出したリニア工事計画の承認処分取り消しの現状について。

「現在、鉄道局で鋭意審査中であり、いつ結論が出るのか言えない。申立は受理し、申立人の適

格を含め理由などについて国交省として審査している」。

＞ 

中間報告をすべきだし、何人の態勢でどのように審査しているかを明らかにすべきだ。

までは着工するのは見合わせるべきだ。

「皆さんの 5 千通の申し立てについては行政不服審査法に基づいて審査をしており、どのような

審査か、いつ裁決出せるかは現状では言えない」。

超党派国会議員の呼びかけで

国会でのリニア新幹線計画の検証と、必要性について国民的議論を！

にリニア・市民ネット東京、リニア新幹線を考える東京・神奈川連絡会、同相模原連絡会、リ

ニア・市民ネット山梨、静岡の南アルプス

説明会でのＪＲ東海の

の理解が得られていないということだ

名誉教授・弁護士の五十嵐敬喜氏が、さらに「ＪＲ東海はリニアに持ちこたえられるか？」

で千葉商科大学院客員教授の橋山禮治郎氏が講演を行った。（両氏の講演趣旨は裏面

集会に参加された穀田氏、小池氏、本村さん、畑野さん、辰巳氏、福島さん

各議員も挨拶に立ち、国会でのリニア質疑を報告し

超党派の議員の結集を呼び掛けた。

異議申し立てから

「ＪＲ東海は説明会で丁寧な説明に努めていると考える」と

時半から、集会が行われた会議室で国土交通省からリニア担当部局の職員を招き、沿線ネッ

トがあらかじめ提出した 3 項目に対する回答を求めた。出席したのは国交省鉄道局

氏と、同局施設課の専門官

日に提出したリニア工事計画の承認処分取り消しの現状について。

「現在、鉄道局で鋭意審査中であり、いつ結論が出るのか言えない。申立は受理し、申立人の適

格を含め理由などについて国交省として審査している」。

中間報告をすべきだし、何人の態勢でどのように審査しているかを明らかにすべきだ。

までは着工するのは見合わせるべきだ。

千通の申し立てについては行政不服審査法に基づいて審査をしており、どのような

審査か、いつ裁決出せるかは現状では言えない」。

びかけで院内集会開催

国会でのリニア新幹線計画の検証と、必要性について国民的議論を！

にリニア・市民ネット東京、リニア新幹線を考える東京・神奈川連絡会、同相模原連絡会、リ

ニア・市民ネット山梨、静岡の南アルプス・

説明会でのＪＲ東海の回答は丁寧でも正確でも

ことだった。この後、「リニアと国の責任」のテーマで、法政大学

名誉教授・弁護士の五十嵐敬喜氏が、さらに「ＪＲ東海はリニアに持ちこたえられるか？」

で千葉商科大学院客員教授の橋山禮治郎氏が講演を行った。（両氏の講演趣旨は裏面

集会に参加された穀田氏、小池氏、本村さん、畑野さん、辰巳氏、福島さん

各議員も挨拶に立ち、国会でのリニア質疑を報告し

呼び掛けた。 

異議申し立てから

「ＪＲ東海は説明会で丁寧な説明に努めていると考える」と

時半から、集会が行われた会議室で国土交通省からリニア担当部局の職員を招き、沿線ネッ

項目に対する回答を求めた。出席したのは国交省鉄道局

氏と、同局施設課の専門官

日に提出したリニア工事計画の承認処分取り消しの現状について。

「現在、鉄道局で鋭意審査中であり、いつ結論が出るのか言えない。申立は受理し、申立人の適

格を含め理由などについて国交省として審査している」。

中間報告をすべきだし、何人の態勢でどのように審査しているかを明らかにすべきだ。

までは着工するのは見合わせるべきだ。 

千通の申し立てについては行政不服審査法に基づいて審査をしており、どのような

審査か、いつ裁決出せるかは現状では言えない」。
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院内集会開催

国会でのリニア新幹線計画の検証と、必要性について国民的議論を！

にリニア・市民ネット東京、リニア新幹線を考える東京・神奈川連絡会、同相模原連絡会、リ

・リニア市民ネット静岡

回答は丁寧でも正確でも

った。この後、「リニアと国の責任」のテーマで、法政大学

名誉教授・弁護士の五十嵐敬喜氏が、さらに「ＪＲ東海はリニアに持ちこたえられるか？」

で千葉商科大学院客員教授の橋山禮治郎氏が講演を行った。（両氏の講演趣旨は裏面

集会に参加された穀田氏、小池氏、本村さん、畑野さん、辰巳氏、福島さん

各議員も挨拶に立ち、国会でのリニア質疑を報告し、さらなる

異議申し立てから３か月経つのに

「ＪＲ東海は説明会で丁寧な説明に努めていると考える」と

時半から、集会が行われた会議室で国土交通省からリニア担当部局の職員を招き、沿線ネッ

項目に対する回答を求めた。出席したのは国交省鉄道局

氏と、同局施設課の専門官水野

日に提出したリニア工事計画の承認処分取り消しの現状について。

「現在、鉄道局で鋭意審査中であり、いつ結論が出るのか言えない。申立は受理し、申立人の適

格を含め理由などについて国交省として審査している」。

中間報告をすべきだし、何人の態勢でどのように審査しているかを明らかにすべきだ。

千通の申し立てについては行政不服審査法に基づいて審査をしており、どのような

審査か、いつ裁決出せるかは現状では言えない」。 

院内集会開催    

国会でのリニア新幹線計画の検証と、必要性について国民的議論を！

リニア新幹線沿線住民ネットワークは、

阿部知子さん（民主）、小池

恵二氏、辰巳孝太郎氏

野君枝氏（以上共産）、福島みずほさん（社

民）、本村伸子さん（共産）、山本太郎氏

（生活の党と山本太郎と仲間たち）の

人の国会議員の呼びかけで、

前 11

議室で、院内集会『リニアと国の責任～

ＪＲ東海はリニアに持ちこたえられるか』

を開催した。集会には沿線ネット加盟グ

ループを中心に

にリニア・市民ネット東京、リニア新幹線を考える東京・神奈川連絡会、同相模原連絡会、リ

市民ネット静岡

回答は丁寧でも正確でもないもの

った。この後、「リニアと国の責任」のテーマで、法政大学

名誉教授・弁護士の五十嵐敬喜氏が、さらに「ＪＲ東海はリニアに持ちこたえられるか？」

で千葉商科大学院客員教授の橋山禮治郎氏が講演を行った。（両氏の講演趣旨は裏面

集会に参加された穀田氏、小池氏、本村さん、畑野さん、辰巳氏、福島さん

、さらなる国会

か月経つのに

「ＪＲ東海は説明会で丁寧な説明に努めていると考える」と

時半から、集会が行われた会議室で国土交通省からリニア担当部局の職員を招き、沿線ネッ

項目に対する回答を求めた。出席したのは国交省鉄道局

水野寿洋氏の二人。質問と回答

日に提出したリニア工事計画の承認処分取り消しの現状について。

「現在、鉄道局で鋭意審査中であり、いつ結論が出るのか言えない。申立は受理し、申立人の適

格を含め理由などについて国交省として審査している」。 

中間報告をすべきだし、何人の態勢でどのように審査しているかを明らかにすべきだ。

千通の申し立てについては行政不服審査法に基づいて審査をしており、どのような

 

    ３．

国会でのリニア新幹線計画の検証と、必要性について国民的議論を！

リニア新幹線沿線住民ネットワークは、

阿部知子さん（民主）、小池

恵二氏、辰巳孝太郎氏

野君枝氏（以上共産）、福島みずほさん（社

民）、本村伸子さん（共産）、山本太郎氏

（生活の党と山本太郎と仲間たち）の

国会議員の呼びかけで、

11 時から参議院議員会館Ｂ１０７会

議室で、院内集会『リニアと国の責任～

ＪＲ東海はリニアに持ちこたえられるか』

を開催した。集会には沿線ネット加盟グ

ループを中心に 80

にリニア・市民ネット東京、リニア新幹線を考える東京・神奈川連絡会、同相模原連絡会、リ

市民ネット静岡から活動報告が行われた。共通

ないものばかりで、決して沿線住民

った。この後、「リニアと国の責任」のテーマで、法政大学

名誉教授・弁護士の五十嵐敬喜氏が、さらに「ＪＲ東海はリニアに持ちこたえられるか？」

で千葉商科大学院客員教授の橋山禮治郎氏が講演を行った。（両氏の講演趣旨は裏面

集会に参加された穀田氏、小池氏、本村さん、畑野さん、辰巳氏、福島さん

国会審議の深化

か月経つのに「いまだ審査中

「ＪＲ東海は説明会で丁寧な説明に努めていると考える」と無責任

時半から、集会が行われた会議室で国土交通省からリニア担当部局の職員を招き、沿線ネッ

項目に対する回答を求めた。出席したのは国交省鉄道局

氏の二人。質問と回答

日に提出したリニア工事計画の承認処分取り消しの現状について。

「現在、鉄道局で鋭意審査中であり、いつ結論が出るのか言えない。申立は受理し、申立人の適

中間報告をすべきだし、何人の態勢でどのように審査しているかを明らかにすべきだ。

千通の申し立てについては行政不服審査法に基づいて審査をしており、どのような

．１８院内集会報告

国会でのリニア新幹線計画の検証と、必要性について国民的議論を！

リニア新幹線沿線住民ネットワークは、

阿部知子さん（民主）、小池

恵二氏、辰巳孝太郎氏、田村智子氏、畑

野君枝氏（以上共産）、福島みずほさん（社

民）、本村伸子さん（共産）、山本太郎氏

（生活の党と山本太郎と仲間たち）の

国会議員の呼びかけで、

時から参議院議員会館Ｂ１０７会

議室で、院内集会『リニアと国の責任～

ＪＲ東海はリニアに持ちこたえられるか』

を開催した。集会には沿線ネット加盟グ

80 人が参加した。

にリニア・市民ネット東京、リニア新幹線を考える東京・神奈川連絡会、同相模原連絡会、リ

から活動報告が行われた。共通

ばかりで、決して沿線住民

った。この後、「リニアと国の責任」のテーマで、法政大学

名誉教授・弁護士の五十嵐敬喜氏が、さらに「ＪＲ東海はリニアに持ちこたえられるか？」

で千葉商科大学院客員教授の橋山禮治郎氏が講演を行った。（両氏の講演趣旨は裏面

集会に参加された穀田氏、小池氏、本村さん、畑野さん、辰巳氏、福島さん、それに島津幸

審議の深化と、沿線住民

いまだ審査中」、

無責任な回答

時半から、集会が行われた会議室で国土交通省からリニア担当部局の職員を招き、沿線ネッ

項目に対する回答を求めた。出席したのは国交省鉄道局車両工業企画

氏の二人。質問と回答は以下の通り。

日に提出したリニア工事計画の承認処分取り消しの現状について。

「現在、鉄道局で鋭意審査中であり、いつ結論が出るのか言えない。申立は受理し、申立人の適

中間報告をすべきだし、何人の態勢でどのように審査しているかを明らかにすべきだ。

千通の申し立てについては行政不服審査法に基づいて審査をしており、どのような

院内集会報告

国会でのリニア新幹線計画の検証と、必要性について国民的議論を！ 

リニア新幹線沿線住民ネットワークは、

阿部知子さん（民主）、小池 晃氏、穀田

田村智子氏、畑

野君枝氏（以上共産）、福島みずほさん（社

民）、本村伸子さん（共産）、山本太郎氏

（生活の党と山本太郎と仲間たち）の

国会議員の呼びかけで、3 月 18 日午

時から参議院議員会館Ｂ１０７会

議室で、院内集会『リニアと国の責任～

ＪＲ東海はリニアに持ちこたえられるか』

を開催した。集会には沿線ネット加盟グ

人が参加した。 

にリニア・市民ネット東京、リニア新幹線を考える東京・神奈川連絡会、同相模原連絡会、リ

から活動報告が行われた。共通

ばかりで、決して沿線住民

った。この後、「リニアと国の責任」のテーマで、法政大学

名誉教授・弁護士の五十嵐敬喜氏が、さらに「ＪＲ東海はリニアに持ちこたえられるか？」のタイ

で千葉商科大学院客員教授の橋山禮治郎氏が講演を行った。（両氏の講演趣旨は裏面で報告）。

、それに島津幸広氏

沿線住民に共鳴

」、 

回答 

時半から、集会が行われた会議室で国土交通省からリニア担当部局の職員を招き、沿線ネッ

車両工業企画

は以下の通り。

日に提出したリニア工事計画の承認処分取り消しの現状について。 

「現在、鉄道局で鋭意審査中であり、いつ結論が出るのか言えない。申立は受理し、申立人の適

中間報告をすべきだし、何人の態勢でどのように審査しているかを明らかにすべきだ。裁決が出る

千通の申し立てについては行政不服審査法に基づいて審査をしており、どのような

院内集会報告 

リニア新幹線沿線住民ネットワークは、 

晃氏、穀田

田村智子氏、畑

野君枝氏（以上共産）、福島みずほさん（社

民）、本村伸子さん（共産）、山本太郎氏

（生活の党と山本太郎と仲間たち）の 9

日午

時から参議院議員会館Ｂ１０７会

議室で、院内集会『リニアと国の責任～

ＪＲ東海はリニアに持ちこたえられるか』

を開催した。集会には沿線ネット加盟グ

にリニア・市民ネット東京、リニア新幹線を考える東京・神奈川連絡会、同相模原連絡会、リ

から活動報告が行われた。共通

ばかりで、決して沿線住民

った。この後、「リニアと国の責任」のテーマで、法政大学

のタイ

で報告）。

広氏の

共鳴

時半から、集会が行われた会議室で国土交通省からリニア担当部局の職員を招き、沿線ネッ

車両工業企画室

は以下の通り。 

「現在、鉄道局で鋭意審査中であり、いつ結論が出るのか言えない。申立は受理し、申立人の適

裁決が出る

千通の申し立てについては行政不服審査法に基づいて審査をしており、どのような



 

Ｑ２

Ａ「場所によっては

＜会場発言

時間が長いからと言って、丁寧な説明をしているとは言えない。今の発言は撤回すべきだ。住民の

参加を制限している会場も多かった。住民が納得しないから説明会の時間が長くなっているのだ。

Ａ「事業説明はＪＲ東海の責任で行うものと考える。国交省としては住民の理解が得られるよう丁

寧な説明をするよう求めている」

Ｑ３

弁しているが、どのように指導しているのか。

Ａ「説明会は今後も行なわれる。そこでも丁寧な説明が行われると思う。国交省の姿勢は変わらな

い。しっかり指導して行く」。

＜会場発言

誤った説明や曖昧で具体性の無い説明が多い。

地がみつかり

うことだけで、リニアの残土量をすべて受け入れることではない。誤った発言だ。

Ａ「記事をみていないので分からない」

＜会場発言

川崎と町田の境界にある川崎市片平の非常口工事で、残土を運ぶ工事車両の走行路につ

の説明会でＪＲ東海は「すべて川崎側を走行」と言い、川崎の説明会では「町田を走行する」とＪ

Ｒ東海は説明した。

Ａ「正確な説明をするように求めて行く」

院内集会での五十嵐敬喜、橋山禮治郎両氏の講演の概要は以下の通り。両氏ともリニア新幹線計画

について国会での審議や国民的議論が決定的に不足していると述べ、検証の場や国民の理解がない

まま進めば将来に禍根を遺すと警告した。

リニアという民間の鉄道事業を整備新幹線にするには特別立法が必要である。

全幹法（全国新幹線鉄道整備法）は土地の強制収用が

これは国家権力そのものになる。それにしては国民的議論が圧倒的に不足して

いる。文化、自然環境、住民生活など日本の国土の構造的変化をもたらすのがリ

ニア新幹線だ。新聞メディアは社説で慎重論を書いているが、掘り下げが足らない。

リニア計画を承認したのは民主党政権で、東日本大震災や福島第一原発事故の対応に追われ、リニ

ア計画に目を向けられなかった。見直すべき

化構想の立案者だが、リニアにとって民主党が最大の

年 5

かった。

にはリニアの問題点を理解して

も政調に働きかける必要がある。リニア計画については、国土交通省交通政策審議会中央新幹線小

２．ＪＲ東海の説明は粗略で丁寧ではない。国交省はどのように考えているか。

「場所によっては

会場発言＞

時間が長いからと言って、丁寧な説明をしているとは言えない。今の発言は撤回すべきだ。住民の

参加を制限している会場も多かった。住民が納得しないから説明会の時間が長くなっているのだ。

「事業説明はＪＲ東海の責任で行うものと考える。国交省としては住民の理解が得られるよう丁

寧な説明をするよう求めている」

３．3 月 2 日、衆院予算委で藤田鉄道局長はＪＲ東海に丁寧な説明をするよう指導して行くと答

弁しているが、どのように指導しているのか。

「説明会は今後も行なわれる。そこでも丁寧な説明が行われると思う。国交省の姿勢は変わらな

い。しっかり指導して行く」。

会場発言＞

誤った説明や曖昧で具体性の無い説明が多い。

地がみつかり

うことだけで、リニアの残土量をすべて受け入れることではない。誤った発言だ。

「記事をみていないので分からない」

会場発言＞

川崎と町田の境界にある川崎市片平の非常口工事で、残土を運ぶ工事車両の走行路につ

の説明会でＪＲ東海は「すべて川崎側を走行」と言い、川崎の説明会では「町田を走行する」とＪ

Ｒ東海は説明した。

「正確な説明をするように求めて行く」

国民的議論が決定的に不足

院内集会での五十嵐敬喜、橋山禮治郎両氏の講演の概要は以下の通り。両氏ともリニア新幹線計画

について国会での審議や国民的議論が決定的に不足していると述べ、検証の場や国民の理解がない

まま進めば将来に禍根を遺すと警告した。

リニアという民間の鉄道事業を整備新幹線にするには特別立法が必要である。

全幹法（全国新幹線鉄道整備法）は土地の強制収用が

これは国家権力そのものになる。それにしては国民的議論が圧倒的に不足して

いる。文化、自然環境、住民生活など日本の国土の構造的変化をもたらすのがリ

ニア新幹線だ。新聞メディアは社説で慎重論を書いているが、掘り下げが足らない。

リニア計画を承認したのは民主党政権で、東日本大震災や福島第一原発事故の対応に追われ、リニ

ア計画に目を向けられなかった。見直すべき

化構想の立案者だが、リニアにとって民主党が最大の

5 月 7 日に穀田恵二議員（共）が

かった。残念なことだった。

にはリニアの問題点を理解して

政調に働きかける必要がある。リニア計画については、国土交通省交通政策審議会中央新幹線小

ＪＲ東海の説明は粗略で丁寧ではない。国交省はどのように考えているか。

「場所によっては 4 時間も説明している。ＪＲ東海は丁寧な説明に努めていると考える」。

＞ 

時間が長いからと言って、丁寧な説明をしているとは言えない。今の発言は撤回すべきだ。住民の

参加を制限している会場も多かった。住民が納得しないから説明会の時間が長くなっているのだ。

「事業説明はＪＲ東海の責任で行うものと考える。国交省としては住民の理解が得られるよう丁

寧な説明をするよう求めている」

日、衆院予算委で藤田鉄道局長はＪＲ東海に丁寧な説明をするよう指導して行くと答

弁しているが、どのように指導しているのか。

「説明会は今後も行なわれる。そこでも丁寧な説明が行われると思う。国交省の姿勢は変わらな

い。しっかり指導して行く」。

＞ 

誤った説明や曖昧で具体性の無い説明が多い。

地がみつかり、事業全体の排出残土量を上回った」（中日新聞）と発言したが、候補地があるとい

うことだけで、リニアの残土量をすべて受け入れることではない。誤った発言だ。

「記事をみていないので分からない」

＞ 

川崎と町田の境界にある川崎市片平の非常口工事で、残土を運ぶ工事車両の走行路につ

の説明会でＪＲ東海は「すべて川崎側を走行」と言い、川崎の説明会では「町田を走行する」とＪ

Ｒ東海は説明した。 

「正確な説明をするように求めて行く」

国民的議論が決定的に不足

院内集会での五十嵐敬喜、橋山禮治郎両氏の講演の概要は以下の通り。両氏ともリニア新幹線計画

について国会での審議や国民的議論が決定的に不足していると述べ、検証の場や国民の理解がない

まま進めば将来に禍根を遺すと警告した。

五十嵐敬喜

リニアという民間の鉄道事業を整備新幹線にするには特別立法が必要である。

全幹法（全国新幹線鉄道整備法）は土地の強制収用が

これは国家権力そのものになる。それにしては国民的議論が圧倒的に不足して

いる。文化、自然環境、住民生活など日本の国土の構造的変化をもたらすのがリ

ニア新幹線だ。新聞メディアは社説で慎重論を書いているが、掘り下げが足らない。

リニア計画を承認したのは民主党政権で、東日本大震災や福島第一原発事故の対応に追われ、リニ

ア計画に目を向けられなかった。見直すべき

化構想の立案者だが、リニアにとって民主党が最大の

日に穀田恵二議員（共）が

残念なことだった。

にはリニアの問題点を理解して

政調に働きかける必要がある。リニア計画については、国土交通省交通政策審議会中央新幹線小

ＪＲ東海の説明は粗略で丁寧ではない。国交省はどのように考えているか。

時間も説明している。ＪＲ東海は丁寧な説明に努めていると考える」。

時間が長いからと言って、丁寧な説明をしているとは言えない。今の発言は撤回すべきだ。住民の

参加を制限している会場も多かった。住民が納得しないから説明会の時間が長くなっているのだ。

「事業説明はＪＲ東海の責任で行うものと考える。国交省としては住民の理解が得られるよう丁

寧な説明をするよう求めている」

日、衆院予算委で藤田鉄道局長はＪＲ東海に丁寧な説明をするよう指導して行くと答

弁しているが、どのように指導しているのか。

「説明会は今後も行なわれる。そこでも丁寧な説明が行われると思う。国交省の姿勢は変わらな

い。しっかり指導して行く」。 

誤った説明や曖昧で具体性の無い説明が多い。

、事業全体の排出残土量を上回った」（中日新聞）と発言したが、候補地があるとい

うことだけで、リニアの残土量をすべて受け入れることではない。誤った発言だ。

「記事をみていないので分からない」

川崎と町田の境界にある川崎市片平の非常口工事で、残土を運ぶ工事車両の走行路につ

の説明会でＪＲ東海は「すべて川崎側を走行」と言い、川崎の説明会では「町田を走行する」とＪ

「正確な説明をするように求めて行く」

国民的議論が決定的に不足

院内集会での五十嵐敬喜、橋山禮治郎両氏の講演の概要は以下の通り。両氏ともリニア新幹線計画

について国会での審議や国民的議論が決定的に不足していると述べ、検証の場や国民の理解がない

まま進めば将来に禍根を遺すと警告した。

五十嵐敬喜氏「リニアと国の責任」

リニアという民間の鉄道事業を整備新幹線にするには特別立法が必要である。

全幹法（全国新幹線鉄道整備法）は土地の強制収用が

これは国家権力そのものになる。それにしては国民的議論が圧倒的に不足して

いる。文化、自然環境、住民生活など日本の国土の構造的変化をもたらすのがリ

ニア新幹線だ。新聞メディアは社説で慎重論を書いているが、掘り下げが足らない。

リニア計画を承認したのは民主党政権で、東日本大震災や福島第一原発事故の対応に追われ、リニ

ア計画に目を向けられなかった。見直すべき

化構想の立案者だが、リニアにとって民主党が最大の

日に穀田恵二議員（共）が

残念なことだった。リニアを取り巻く現状は大政翼賛会状態と言える。ただ、自民党の中

にはリニアの問題点を理解している議員がいる。党の政策立案の中心は政務調査会であり、皆さん

政調に働きかける必要がある。リニア計画については、国土交通省交通政策審議会中央新幹線小

ＪＲ東海の説明は粗略で丁寧ではない。国交省はどのように考えているか。

時間も説明している。ＪＲ東海は丁寧な説明に努めていると考える」。

時間が長いからと言って、丁寧な説明をしているとは言えない。今の発言は撤回すべきだ。住民の

参加を制限している会場も多かった。住民が納得しないから説明会の時間が長くなっているのだ。

「事業説明はＪＲ東海の責任で行うものと考える。国交省としては住民の理解が得られるよう丁

寧な説明をするよう求めている」 

日、衆院予算委で藤田鉄道局長はＪＲ東海に丁寧な説明をするよう指導して行くと答

弁しているが、どのように指導しているのか。

「説明会は今後も行なわれる。そこでも丁寧な説明が行われると思う。国交省の姿勢は変わらな

誤った説明や曖昧で具体性の無い説明が多い。

、事業全体の排出残土量を上回った」（中日新聞）と発言したが、候補地があるとい

うことだけで、リニアの残土量をすべて受け入れることではない。誤った発言だ。

「記事をみていないので分からない」 

川崎と町田の境界にある川崎市片平の非常口工事で、残土を運ぶ工事車両の走行路につ

の説明会でＪＲ東海は「すべて川崎側を走行」と言い、川崎の説明会では「町田を走行する」とＪ

「正確な説明をするように求めて行く」 

国民的議論が決定的に不足

院内集会での五十嵐敬喜、橋山禮治郎両氏の講演の概要は以下の通り。両氏ともリニア新幹線計画

について国会での審議や国民的議論が決定的に不足していると述べ、検証の場や国民の理解がない

まま進めば将来に禍根を遺すと警告した。 

「リニアと国の責任」

リニアという民間の鉄道事業を整備新幹線にするには特別立法が必要である。

全幹法（全国新幹線鉄道整備法）は土地の強制収用が

これは国家権力そのものになる。それにしては国民的議論が圧倒的に不足して

いる。文化、自然環境、住民生活など日本の国土の構造的変化をもたらすのがリ

ニア新幹線だ。新聞メディアは社説で慎重論を書いているが、掘り下げが足らない。

リニア計画を承認したのは民主党政権で、東日本大震災や福島第一原発事故の対応に追われ、リニ

ア計画に目を向けられなかった。見直すべき

化構想の立案者だが、リニアにとって民主党が最大の

日に穀田恵二議員（共）がリニア計画の問題を質したが、民主党政権は殆んど答えられな

リニアを取り巻く現状は大政翼賛会状態と言える。ただ、自民党の中

いる議員がいる。党の政策立案の中心は政務調査会であり、皆さん

政調に働きかける必要がある。リニア計画については、国土交通省交通政策審議会中央新幹線小

2 

ＪＲ東海の説明は粗略で丁寧ではない。国交省はどのように考えているか。

時間も説明している。ＪＲ東海は丁寧な説明に努めていると考える」。

時間が長いからと言って、丁寧な説明をしているとは言えない。今の発言は撤回すべきだ。住民の

参加を制限している会場も多かった。住民が納得しないから説明会の時間が長くなっているのだ。

「事業説明はＪＲ東海の責任で行うものと考える。国交省としては住民の理解が得られるよう丁

日、衆院予算委で藤田鉄道局長はＪＲ東海に丁寧な説明をするよう指導して行くと答

弁しているが、どのように指導しているのか。 

「説明会は今後も行なわれる。そこでも丁寧な説明が行われると思う。国交省の姿勢は変わらな

誤った説明や曖昧で具体性の無い説明が多い。ＪＲ東海の柘植社長は「建設発生土の受け入れ候補

、事業全体の排出残土量を上回った」（中日新聞）と発言したが、候補地があるとい

うことだけで、リニアの残土量をすべて受け入れることではない。誤った発言だ。

川崎と町田の境界にある川崎市片平の非常口工事で、残土を運ぶ工事車両の走行路につ

の説明会でＪＲ東海は「すべて川崎側を走行」と言い、川崎の説明会では「町田を走行する」とＪ

 

国民的議論が決定的に不足～五十嵐・橋山両氏が強調

院内集会での五十嵐敬喜、橋山禮治郎両氏の講演の概要は以下の通り。両氏ともリニア新幹線計画

について国会での審議や国民的議論が決定的に不足していると述べ、検証の場や国民の理解がない

 

「リニアと国の責任」 

リニアという民間の鉄道事業を整備新幹線にするには特別立法が必要である。

全幹法（全国新幹線鉄道整備法）は土地の強制収用が

これは国家権力そのものになる。それにしては国民的議論が圧倒的に不足して

いる。文化、自然環境、住民生活など日本の国土の構造的変化をもたらすのがリ

ニア新幹線だ。新聞メディアは社説で慎重論を書いているが、掘り下げが足らない。

リニア計画を承認したのは民主党政権で、東日本大震災や福島第一原発事故の対応に追われ、リニ

ア計画に目を向けられなかった。見直すべきチャンスを失った。

化構想の立案者だが、リニアにとって民主党が最大の

リニア計画の問題を質したが、民主党政権は殆んど答えられな

リニアを取り巻く現状は大政翼賛会状態と言える。ただ、自民党の中

いる議員がいる。党の政策立案の中心は政務調査会であり、皆さん

政調に働きかける必要がある。リニア計画については、国土交通省交通政策審議会中央新幹線小

ＪＲ東海の説明は粗略で丁寧ではない。国交省はどのように考えているか。

時間も説明している。ＪＲ東海は丁寧な説明に努めていると考える」。

時間が長いからと言って、丁寧な説明をしているとは言えない。今の発言は撤回すべきだ。住民の

参加を制限している会場も多かった。住民が納得しないから説明会の時間が長くなっているのだ。

「事業説明はＪＲ東海の責任で行うものと考える。国交省としては住民の理解が得られるよう丁

日、衆院予算委で藤田鉄道局長はＪＲ東海に丁寧な説明をするよう指導して行くと答

「説明会は今後も行なわれる。そこでも丁寧な説明が行われると思う。国交省の姿勢は変わらな

ＪＲ東海の柘植社長は「建設発生土の受け入れ候補

、事業全体の排出残土量を上回った」（中日新聞）と発言したが、候補地があるとい

うことだけで、リニアの残土量をすべて受け入れることではない。誤った発言だ。

川崎と町田の境界にある川崎市片平の非常口工事で、残土を運ぶ工事車両の走行路につ

の説明会でＪＲ東海は「すべて川崎側を走行」と言い、川崎の説明会では「町田を走行する」とＪ

五十嵐・橋山両氏が強調

院内集会での五十嵐敬喜、橋山禮治郎両氏の講演の概要は以下の通り。両氏ともリニア新幹線計画

について国会での審議や国民的議論が決定的に不足していると述べ、検証の場や国民の理解がない

 

リニアという民間の鉄道事業を整備新幹線にするには特別立法が必要である。

全幹法（全国新幹線鉄道整備法）は土地の強制収用ができることになっている。

これは国家権力そのものになる。それにしては国民的議論が圧倒的に不足して

いる。文化、自然環境、住民生活など日本の国土の構造的変化をもたらすのがリ

ニア新幹線だ。新聞メディアは社説で慎重論を書いているが、掘り下げが足らない。

リニア計画を承認したのは民主党政権で、東日本大震災や福島第一原発事故の対応に追われ、リニ

チャンスを失った。

化構想の立案者だが、リニアにとって民主党が最大の問題だったと言っている。

リニア計画の問題を質したが、民主党政権は殆んど答えられな

リニアを取り巻く現状は大政翼賛会状態と言える。ただ、自民党の中

いる議員がいる。党の政策立案の中心は政務調査会であり、皆さん

政調に働きかける必要がある。リニア計画については、国土交通省交通政策審議会中央新幹線小

ＪＲ東海の説明は粗略で丁寧ではない。国交省はどのように考えているか。

時間も説明している。ＪＲ東海は丁寧な説明に努めていると考える」。

時間が長いからと言って、丁寧な説明をしているとは言えない。今の発言は撤回すべきだ。住民の

参加を制限している会場も多かった。住民が納得しないから説明会の時間が長くなっているのだ。

「事業説明はＪＲ東海の責任で行うものと考える。国交省としては住民の理解が得られるよう丁

日、衆院予算委で藤田鉄道局長はＪＲ東海に丁寧な説明をするよう指導して行くと答

「説明会は今後も行なわれる。そこでも丁寧な説明が行われると思う。国交省の姿勢は変わらな

ＪＲ東海の柘植社長は「建設発生土の受け入れ候補

、事業全体の排出残土量を上回った」（中日新聞）と発言したが、候補地があるとい

うことだけで、リニアの残土量をすべて受け入れることではない。誤った発言だ。

川崎と町田の境界にある川崎市片平の非常口工事で、残土を運ぶ工事車両の走行路につ

の説明会でＪＲ東海は「すべて川崎側を走行」と言い、川崎の説明会では「町田を走行する」とＪ

五十嵐・橋山両氏が強調

院内集会での五十嵐敬喜、橋山禮治郎両氏の講演の概要は以下の通り。両氏ともリニア新幹線計画

について国会での審議や国民的議論が決定的に不足していると述べ、検証の場や国民の理解がない

リニアという民間の鉄道事業を整備新幹線にするには特別立法が必要である。

できることになっている。

これは国家権力そのものになる。それにしては国民的議論が圧倒的に不足して

いる。文化、自然環境、住民生活など日本の国土の構造的変化をもたらすのがリ

ニア新幹線だ。新聞メディアは社説で慎重論を書いているが、掘り下げが足らない。

リニア計画を承認したのは民主党政権で、東日本大震災や福島第一原発事故の対応に追われ、リニ

チャンスを失った。現内閣参与の藤井聡氏は国土強靭

問題だったと言っている。

リニア計画の問題を質したが、民主党政権は殆んど答えられな

リニアを取り巻く現状は大政翼賛会状態と言える。ただ、自民党の中

いる議員がいる。党の政策立案の中心は政務調査会であり、皆さん

政調に働きかける必要がある。リニア計画については、国土交通省交通政策審議会中央新幹線小

ＪＲ東海の説明は粗略で丁寧ではない。国交省はどのように考えているか。 

時間も説明している。ＪＲ東海は丁寧な説明に努めていると考える」。

時間が長いからと言って、丁寧な説明をしているとは言えない。今の発言は撤回すべきだ。住民の

参加を制限している会場も多かった。住民が納得しないから説明会の時間が長くなっているのだ。

「事業説明はＪＲ東海の責任で行うものと考える。国交省としては住民の理解が得られるよう丁

日、衆院予算委で藤田鉄道局長はＪＲ東海に丁寧な説明をするよう指導して行くと答

「説明会は今後も行なわれる。そこでも丁寧な説明が行われると思う。国交省の姿勢は変わらな

ＪＲ東海の柘植社長は「建設発生土の受け入れ候補

、事業全体の排出残土量を上回った」（中日新聞）と発言したが、候補地があるとい

うことだけで、リニアの残土量をすべて受け入れることではない。誤った発言だ。 

川崎と町田の境界にある川崎市片平の非常口工事で、残土を運ぶ工事車両の走行路につ

の説明会でＪＲ東海は「すべて川崎側を走行」と言い、川崎の説明会では「町田を走行する」とＪ

五十嵐・橋山両氏が強調

院内集会での五十嵐敬喜、橋山禮治郎両氏の講演の概要は以下の通り。両氏ともリニア新幹線計画

について国会での審議や国民的議論が決定的に不足していると述べ、検証の場や国民の理解がない

リニアという民間の鉄道事業を整備新幹線にするには特別立法が必要である。 

できることになっている。 

これは国家権力そのものになる。それにしては国民的議論が圧倒的に不足して 

いる。文化、自然環境、住民生活など日本の国土の構造的変化をもたらすのがリ 

ニア新幹線だ。新聞メディアは社説で慎重論を書いているが、掘り下げが足らない。

リニア計画を承認したのは民主党政権で、東日本大震災や福島第一原発事故の対応に追われ、リニ

現内閣参与の藤井聡氏は国土強靭

問題だったと言っている。国会では、

リニア計画の問題を質したが、民主党政権は殆んど答えられな

リニアを取り巻く現状は大政翼賛会状態と言える。ただ、自民党の中

いる議員がいる。党の政策立案の中心は政務調査会であり、皆さん

政調に働きかける必要がある。リニア計画については、国土交通省交通政策審議会中央新幹線小

 

時間も説明している。ＪＲ東海は丁寧な説明に努めていると考える」。 

時間が長いからと言って、丁寧な説明をしているとは言えない。今の発言は撤回すべきだ。住民の

参加を制限している会場も多かった。住民が納得しないから説明会の時間が長くなっているのだ。

「事業説明はＪＲ東海の責任で行うものと考える。国交省としては住民の理解が得られるよう丁

日、衆院予算委で藤田鉄道局長はＪＲ東海に丁寧な説明をするよう指導して行くと答

「説明会は今後も行なわれる。そこでも丁寧な説明が行われると思う。国交省の姿勢は変わらな

ＪＲ東海の柘植社長は「建設発生土の受け入れ候補

、事業全体の排出残土量を上回った」（中日新聞）と発言したが、候補地があるとい

 

川崎と町田の境界にある川崎市片平の非常口工事で、残土を運ぶ工事車両の走行路について、町田

の説明会でＪＲ東海は「すべて川崎側を走行」と言い、川崎の説明会では「町田を走行する」とＪ

五十嵐・橋山両氏が強調 

院内集会での五十嵐敬喜、橋山禮治郎両氏の講演の概要は以下の通り。両氏ともリニア新幹線計画

について国会での審議や国民的議論が決定的に不足していると述べ、検証の場や国民の理解がない

ニア新幹線だ。新聞メディアは社説で慎重論を書いているが、掘り下げが足らない。2011 年 5 月、

リニア計画を承認したのは民主党政権で、東日本大震災や福島第一原発事故の対応に追われ、リニ

現内閣参与の藤井聡氏は国土強靭

国会では、2011

リニア計画の問題を質したが、民主党政権は殆んど答えられな

リニアを取り巻く現状は大政翼賛会状態と言える。ただ、自民党の中

いる議員がいる。党の政策立案の中心は政務調査会であり、皆さん

政調に働きかける必要がある。リニア計画については、国土交通省交通政策審議会中央新幹線小

 

時間が長いからと言って、丁寧な説明をしているとは言えない。今の発言は撤回すべきだ。住民の

参加を制限している会場も多かった。住民が納得しないから説明会の時間が長くなっているのだ。 

「事業説明はＪＲ東海の責任で行うものと考える。国交省としては住民の理解が得られるよう丁

日、衆院予算委で藤田鉄道局長はＪＲ東海に丁寧な説明をするよう指導して行くと答

「説明会は今後も行なわれる。そこでも丁寧な説明が行われると思う。国交省の姿勢は変わらな

ＪＲ東海の柘植社長は「建設発生土の受け入れ候補

、事業全体の排出残土量を上回った」（中日新聞）と発言したが、候補地があるとい

いて、町田

の説明会でＪＲ東海は「すべて川崎側を走行」と言い、川崎の説明会では「町田を走行する」とＪ

院内集会での五十嵐敬喜、橋山禮治郎両氏の講演の概要は以下の通り。両氏ともリニア新幹線計画

について国会での審議や国民的議論が決定的に不足していると述べ、検証の場や国民の理解がない

月、

リニア計画を承認したのは民主党政権で、東日本大震災や福島第一原発事故の対応に追われ、リニ

現内閣参与の藤井聡氏は国土強靭

2011

リニア計画の問題を質したが、民主党政権は殆んど答えられな

リニアを取り巻く現状は大政翼賛会状態と言える。ただ、自民党の中

いる議員がいる。党の政策立案の中心は政務調査会であり、皆さん

政調に働きかける必要がある。リニア計画については、国土交通省交通政策審議会中央新幹線小

 



 

委員会で答申まで

は 2

そして、リニア新幹線の是非を問う上で自治体への働きかけは重要だ。自治体にとってもリニアは

負担になる。まだまだリニア新幹線について国民の認知度は圧倒的に低い。自治体への対応を含め、

皆さん

2013

も絶対ペイしない」と明言

を使う生産年齢人口が大幅に減少する。東海道新幹線は人口減や旅客減を考える必要が無かったか

ら採算がとれた。社長自ら不採算と認めたものをなぜつくる必要があるのかを改めて明らかにさせ

るべきだ。リニアは災害時の物資輸送の手段として全く役に立たない。運転士はいないし貨物も運

べない。東日本大震災で鉄道は被災地への物資輸送で大きな役割を担ったが、リニアにはそれが全

く期待できない。安全対策も不備そのものだ。このままでは国が滅びる。そうならないように、国

民的議論

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

穀田恵二議員（

「リニア問題では国土交通委員会で追及している。党として、リニアは自然環境・

社会環境を破壊するとして反対している。京都でも看板が立てられたり、市民の

税金を

された。リニアは国民的議論が必要。リニア沿線ネットの活動に敬意を表し、一

緒になって頑張りたい

小池

島津幸広

「静岡県では、リニアの工事によって、大井川の水量が毎秒

  

委員会で答申まで

2 年であり、構成メンバーを変えるアクションもありだ。

そして、リニア新幹線の是非を問う上で自治体への働きかけは重要だ。自治体にとってもリニアは

負担になる。まだまだリニア新幹線について国民の認知度は圧倒的に低い。自治体への対応を含め、

皆さんが国民的議論を起す力を発揮してほしい。

国民的議論を

2013 年秋、リニア新幹線の採算性についてＪＲ東海の山田佳臣社長（当時）は「リニアができて

も絶対ペイしない」と明言

を使う生産年齢人口が大幅に減少する。東海道新幹線は人口減や旅客減を考える必要が無かったか

ら採算がとれた。社長自ら不採算と認めたものをなぜつくる必要があるのかを改めて明らかにさせ

るべきだ。リニアは災害時の物資輸送の手段として全く役に立たない。運転士はいないし貨物も運

べない。東日本大震災で鉄道は被災地への物資輸送で大きな役割を担ったが、リニアにはそれが全

く期待できない。安全対策も不備そのものだ。このままでは国が滅びる。そうならないように、国

民的議論が必要だ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

穀田恵二議員（

リニア問題では国土交通委員会で追及している。党として、リニアは自然環境・

社会環境を破壊するとして反対している。京都でも看板が立てられたり、市民の

税金を 200 億円も使って誘致運動が行われてきたが、今は市役所の看板も撤去

された。リニアは国民的議論が必要。リニア沿線ネットの活動に敬意を表し、一

になって頑張りたい

小池 晃議員（参・共産党）

島津幸広議員（衆・共産党）

静岡県では、リニアの工事によって、大井川の水量が毎秒

委員会で答申まで 20 回

年であり、構成メンバーを変えるアクションもありだ。

そして、リニア新幹線の是非を問う上で自治体への働きかけは重要だ。自治体にとってもリニアは

負担になる。まだまだリニア新幹線について国民の認知度は圧倒的に低い。自治体への対応を含め、

が国民的議論を起す力を発揮してほしい。

国民的議論を１

年秋、リニア新幹線の採算性についてＪＲ東海の山田佳臣社長（当時）は「リニアができて

も絶対ペイしない」と明言

を使う生産年齢人口が大幅に減少する。東海道新幹線は人口減や旅客減を考える必要が無かったか

ら採算がとれた。社長自ら不採算と認めたものをなぜつくる必要があるのかを改めて明らかにさせ

るべきだ。リニアは災害時の物資輸送の手段として全く役に立たない。運転士はいないし貨物も運

べない。東日本大震災で鉄道は被災地への物資輸送で大きな役割を担ったが、リニアにはそれが全

く期待できない。安全対策も不備そのものだ。このままでは国が滅びる。そうならないように、国

必要だ。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

穀田恵二議員（衆・共産党）

リニア問題では国土交通委員会で追及している。党として、リニアは自然環境・

社会環境を破壊するとして反対している。京都でも看板が立てられたり、市民の

億円も使って誘致運動が行われてきたが、今は市役所の看板も撤去

された。リニアは国民的議論が必要。リニア沿線ネットの活動に敬意を表し、一

になって頑張りたい」

晃議員（参・共産党）

「山梨実験線を何度も視察したが、リニアの高架橋による日照阻害や渇水も起きて

いる。リニアは夢ではなく、電力の過大消費、住民の健康への影響もあり、悪夢の

超特急だ。国会でも

り、近く

阻止で頑張りましょう

議員（衆・共産党）

静岡県では、リニアの工事によって、大井川の水量が毎秒

回の審議が行われた。現状は御用学者の集まりになっているが、委員の任期

年であり、構成メンバーを変えるアクションもありだ。

そして、リニア新幹線の是非を問う上で自治体への働きかけは重要だ。自治体にとってもリニアは

負担になる。まだまだリニア新幹線について国民の認知度は圧倒的に低い。自治体への対応を含め、

が国民的議論を起す力を発揮してほしい。

１年やれば、代替案が見えてくる

年秋、リニア新幹線の採算性についてＪＲ東海の山田佳臣社長（当時）は「リニアができて

も絶対ペイしない」と明言した。当然だ。日本は少子高齢化が加速度で進行し、とくに仕事で鉄道

を使う生産年齢人口が大幅に減少する。東海道新幹線は人口減や旅客減を考える必要が無かったか

ら採算がとれた。社長自ら不採算と認めたものをなぜつくる必要があるのかを改めて明らかにさせ

るべきだ。リニアは災害時の物資輸送の手段として全く役に立たない。運転士はいないし貨物も運
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く期待できない。安全対策も不備そのものだ。このままでは国が滅びる。そうならないように、国

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

実験線を何度も視察したが、リニアの高架橋による日照阻害や渇水も起きて 

いる。リニアは夢ではなく、電力の過大消費、住民の健康への影響もあり、悪夢の

超党派で議論を深めて行きたい。私は東京・品川区に住んでお

下をリニアが通るので、皆さんと同じ沿線住民の一人だ。ともにリニア
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上流に中部電力がダムをつくったため水量は落ちていたが、また少しずつ増えている。流域の県西

部地区では地下水がないので、生活用水、農業用水も大井川に頼っている。水量が大幅に減れば死

活問題だ。住民も自治体も怒っている。皆さんの声を基に国会議論の場で頑張りたい」。 

本村伸子議員（衆・共産党） 

「リニア問題についての皆さんのご奮闘に敬意を表します。先日の予算委で、大深 

度地下と地上権について質し、「地権者の所有権は大深度にも及ぶ」ことを国に 

認めさせた。その際、予算委員長は私の質問に関心を示し、質疑の後リニアにはい 

ろいろと問題があるんだなと言われた。国会議員もリニアについて良く分かってい 

ない。次回 20 日は住民への説明のないまま国有地のＪＲ東海への売却する問題を追及する」。 

福島みずほ議員（参・社民党） 

「今日の集会開催、ご苦労様です。リニア問題では皆さんにお世話になっていま 

す。品川から名古屋までリニアで 40 分ということだが、先日、それを一泊二日

で回るというバスツアーを行った。相模原、山梨、大鹿村などを視察、大鹿村で

は村長さんからも話を聞いた。ＪＲ東海はどこも、住民に対しきちんと説明をし

ていないことが分かった。地元の皆さんにとってリニアにはいいところが無い。

ペイしない採算、不備な安全対策、大井川の減水など問題点が山積している。計

画を止めるため国会内外で頑張っていきたい」。 

辰巳孝太郎議員（参・共産党） 

「私は参院国土交通委員会でリニア問題を追及してきた。リニアによって東京・名古 

屋・大阪の大都市を結ぶスーパーメガリージョンが完成する。それによって、地方も 

振興すると宣伝している。しかし、リニアによって東京一極集中が更に進む。三大都 

市圏以外の地方からも大阪や名古屋など大都市に人口が集まり、地方は消滅する。こ 

のストロー現象をどう解消するかの手立ても無い。国のあり方を変えてしまうのがリ 

ニアだ。皆さんとタッグを組んで活動して行く」。 

畑野君枝議員（衆・共産党） 

「リニアについて山梨県では知事は推進に前のめりになっている。神奈川県では、 

相模原市の車両基地や山梨へのトンネル工事予定地は水源地周辺にあり、地元で

は地下水が枯れるのではという声がでている。川崎市ではいま北部でぜんそく患

者が増えており、リニア工事の膨大な工事車両の走行がさらに影響があると心配

している。川崎市もリニアはメリット無いと明言している。地域の特徴を考えず、

未来の世代に負の遺産を遺すリニア新幹線を実現させてはならない」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

院内集会での川村晃生共同代表の挨拶 

今日の院内集会開催にあたって、国会議員の皆さんに後押しをお願いしたところ、9 人の議員

が呼びかけ人に賛同してくれた。計画承認後国会でリニアについて審議がほとんど行われてこ

なかった。リニアは私たちの問題であるばかりでなく、国会議員の皆さんの問題でもある。今

後、多くの議員が私たちの活動に賛同し、リニアを国会の場で積極的に取り上げてくれるよう

（編集・文責 天野捷一） ２０１５．３．２８ 


